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比 2 .44 の時， ミラー損失によってきまる寿命および磁界を横切るときの寿命をそれぞれ 430 /1S
および 560 /18 として実験的に求めている。また拡散係数は 3x 10 cm2jsec と非常に大きく，乱
流の場合の拡散に相当すると述べている。
第 7 章は結論であって，前章までに得た結果の要約と今後の問題点を指摘している。
論文の審査結果の要旨
本論文は高速粒子注入方式による高温プラズマ発生に関する基礎的研究で，特に粒子損失につ
いて考察を行なったものである。
すなわち，著者はプラズマの電荷交換損失， ミラー損失およびダクト損失について理論的考察
を行なうと同時に， HX 装置等を用いて多くの実験をなし，著者の考え方の正しいことを証明し
ている。また，低温プラズマの損失については，電界を考慮した拡散係数，粘性係数を理論的に
求め，実験と定性的に一致する乙とを見出している。
これらの基礎的研究の結果は，核融合を目指すプラズ、マ工学の進歩に貢献すると乙ろが大であ
り，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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